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１ 【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】

2026年５月29日に提出いたしました第17期（自　2025年１月１日　至　2025年12月31日）有価証券報告書の記載事

項の一部に誤りがありました。また、金融商品取引法第24条第６項及び企業内容等の開示に関する内閣府令第17条第

１項により添付することとされている書類のうち、「第17回定時株主総会継続会開催ご通知」が添付されておりませ

んでしたので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであります。

　

２ 【訂正事項】

第一部　企業情報

　第２　事業の状況

　　１　経営方針、経営環境及び対処すべき課題等

　　２　サステナビリティに関する考え方及び取組

 
　第４　提出会社の状況

　　４　コーポレートガバナンスの状況等

　 (1)　コーポレートガバナンスの概要

 
添付資料「第17回定時株主総会継続会開催ご通知」の未添付

 
３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

添付資料「第17回定時株主総会継続会開催ご通知」の添付
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第一部 【企業情報】

 

第２ 【事業の状況】

 

１ 【経営方針、経営環境及び対処すべき課題等】

（訂正前）

（経営戦略）

① 売上成長戦略

　市況の変化による売上、利益への影響を少なくし、安定かつ継続した成長を目指すべく、特定の国や特定の顧

客に偏った売上依存を避けるため、重点ターゲットとしている韓国、中国、台湾や今後新規投資が見込まれる米

国や日本への販売施策を進めております。韓国市場においては、メモリーにて世界市場シェア１、２位を争う

Samsung Electronicsに対し、当社が得意とするプロセスに加え、韓国国内での対応を強化すべく2020年に設立し

た製造子会社J.E.T. Korea Co., Ltd.（2026年1月１日付けにて当社韓国支社へ事業譲渡）での対応優位性を活か

し、メモリー製造における新たなプロセス装置の他、ロジック向けなど、これまで当社としては対応していな

かったプロセスの製品についても、継続して新規装置参入を目指してまいります。

　また、中国市場においては、2021年以降の積極的な設備投資の反動から装置の稼働率が上がらず、新規投資も

停滞しておりますが、今後期待出来る28nm以下の先端半導体投資に向けて、新規開発装置であるBW3500の販売に

注力し、既存の顧客との関係を維持しつつ、現地装置メーカーとの競合を避け、日系競合メーカーからの装置切

替を目指してまいります。2025年９月に新必思半導体科技（南通）有限公司へ持分比率24.0%の出資を行っており

ます。また、新規及び既存の設備投資を継続する半導体メーカーに対し、中国製装置の投入などに対応するた

め、2025年９月にを強化してまいります。

　最後に、当社グループとしては、これまで売上の90％以上をバッチ式洗浄装置としてきましたが、バッチ式洗

浄装置の売上は維持しつつ、今後の成長については、新たな革新的枚葉式洗浄装置にて市場シェアを獲得するこ

とで売上拡大を目指すよう計画しております。日本の最先端半導体の製造を計画しているファウンドリとはすで

に革新的枚葉式洗浄装置の共同開発最終段階にあり、加えて日本の世界的センサー半導体メーカー、台湾の世界

的ファウンドリ等からも、当基礎開発を終えた環境に優しい革新的な枚葉式洗浄装置に対し、採用検討のお声掛

けを頂いており、これらを装置納入実績に繋げるべく活動を強化しております。

（訂正後）

（経営戦略）

① 売上成長戦略

　市況の変化による売上、利益への影響を少なくし、安定かつ継続した成長を目指すべく、特定の国や特定の顧

客に偏った売上依存を避けるため、重点ターゲットとしている韓国、中国、台湾や今後新規投資が見込まれる米

国や日本への販売施策を進めております。韓国市場においては、メモリーにて世界市場シェア１、２位を争う

Samsung Electronicsに対し、当社が得意とするプロセスに加え、韓国国内での対応を強化すべく2020年に設立し

た製造子会社J.E.T. Korea Co., Ltd.（2026年1月１日付けにて当社韓国支社へ事業譲渡）での対応優位性を活か

し、メモリー製造における新たなプロセス装置の他、ロジック向けなど、これまで当社としては対応していな

かったプロセスの製品についても、継続して新規装置参入を目指してまいります。

　また、中国市場においては、2021年以降の積極的な設備投資の反動から装置の稼働率が上がらず、新規投資も

停滞しておりますが、今後期待出来る28nm以下の先端半導体投資に向けて、新規開発装置であるBW3500の販売に

注力し、既存の顧客との関係を維持しつつ、現地装置メーカーとの競合を避け、日系競合メーカーからの装置切

替を目指してまいります。2025年９月に新必思半導体科技（南通）有限公司へ持分比率24.0%の出資を行ってお

り、設備投資を継続する新規及び既存の半導体メーカーに対し、中国製装置を投入してまいります。

　最後に、当社グループとしては、これまで売上の90％以上をバッチ式洗浄装置としてきましたが、バッチ式洗

浄装置の売上は維持しつつ、今後の成長については、新たな革新的枚葉式洗浄装置にて市場シェアを獲得するこ

とで売上拡大を目指すよう計画しております。日本の最先端半導体の製造を計画しているファウンドリとはすで

に革新的枚葉式洗浄装置の共同開発最終段階にあり、加えて日本の世界的センサー半導体メーカー、台湾の世界

的ファウンドリ等からも、当基礎開発を終えた環境に優しい革新的な枚葉式洗浄装置に対し、採用検討のお声掛

けを頂いており、これらを装置納入実績に繋げるべく活動を強化しております。

EDINET提出書類

株式会社ジェイ・イー・ティ(E36545)

訂正有価証券報告書

3/6



 

２ 【サステナビリティに関する考え方及び取組】

（訂正前）

（１）ガバナンス

当社グループでは、取締役会内に設置したリスク管理委員会にて、サステナビリティに関するリスクの認識やそ

の対応策を議論しております。

また、取締役会や常務会等において、サステナビリティについて協議し、サステナビリティ経営方針を定めまし

たので以下に記載し、その実現に向けて、継続して議論をしてまいります。

サステナビリティ委員会の概要

委員長／議長 代表取締役 CEO

副委員長／担当役員 経営管理本部管掌役員　取締役 CFO

事務局 経営管理本部　経営戦略部

委員会構成メンバー 品質部長

技術本部　SD部次長

技術本部　技術開発部長

技術本部　SE部次長

経営管理本部　財務部長

経営管理本部　総務部長

経営管理本部　調達部長

生産本部　生産技術部長

営業本部　ビジネス推進１部長

営業本部　ビジネス推進２部長

事務局：経営管理本部　経営戦略部

協議内容 1.サステナビリティの基本方針、中長期目標、推進施策、

　その他サステナビリティに関する重要事項

2.マテリアリティに関する事項

3.環境(Environment)への対応に関する事項

4.社会(Social)への対応に関する事項

5.ガバナンス(Governance)への対応に関する事項

6.進捗状況に関する事項

7.その他、前各号に関して委員会が必要と認めた事項

開催頻度 年２回（４月、10月）
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（訂正後）

（１）ガバナンス

当社グループは、サステナビリティ経営方針を策定し、各マテリアリティごとに取組方針、目標値を定めてお

り、サステナビリティ委員会にて各テーマごとに活動グループを構成し、具体的な計画を作成し活動を行っており

ます。また、その内容はサステナビリティ委員会の中で報告され、取締役会でも報告されております。

また、取締役会や常務会等において、サステナビリティについて協議し、サステナビリティ経営方針を定めまし

たので以下に記載し、その実現に向けて、継続して議論をしてまいります。

サステナビリティ委員会の概要

委員長／議長 代表取締役 CEO

副委員長／担当役員 経営管理本部管掌役員　取締役 CFO

事務局 経営管理本部　経営戦略部

委員会構成メンバー 品質部長

技術本部　SD部次長

技術本部　技術開発部長

技術本部　SE部次長

経営管理本部　財務部長

経営管理本部　総務部長

経営管理本部　調達部長

生産本部　生産技術部長

営業本部　ビジネス推進１部長

営業本部　ビジネス推進２部長

事務局：経営管理本部　経営戦略部

協議内容 1.サステナビリティの基本方針、中長期目標、推進施策、

　その他サステナビリティに関する重要事項

2.マテリアリティに関する事項

3.環境(Environment)への対応に関する事項

4.社会(Social)への対応に関する事項

5.ガバナンス(Governance)への対応に関する事項

6.進捗状況に関する事項

7.その他、前各号に関して委員会が必要と認めた事項

開催頻度 年２回（４月、10月）
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第４ 【提出会社の状況】

 

４ 【コーポレート・ガバナンスの状況等】

(1) 【コーポレート・ガバナンスの概要】

（訂正前）

コーポレート・ガバナンス体制図

（訂正後）

[サステナビリティ委員会]

サステナビリティ委員会は、経営管理本部　経営戦略部を事務局として代表取締役CEOを委員長、経営管理本部管

掌役員を副委員長、部門長を委員として構成されており、委員長を議長として年２回の委員会を開催しておりま

す。また、具体的な活動は、テーマ別に活動グループを構成し、その活動計画、活動報告を委員会にて報告、承認

しております。また、委員会での報告内容については、取締役会でも報告し、取締役会より指示を受けておりま

す。

 
コーポレート・ガバナンス体制図
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